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株式会社BCPJAPAN

代表取締役 山口泰信 プロフィール

• 阪神淡路大震災では、神戸市内の最大規模避難所運営代表

• 中越地震では、大阪市緊急支援一般車両第一号

• 東日本大震災では、東北の工場での初動対応

• 2009年よりBCPのコンサルティング指導を介護事業を含む
あらゆる企業に行う （現在１４年目）



本日の内容

• BCPとは
• BCPの認証の種類
• BCP進め方
• ハザードマップ
• 介護事業所 特有のこと
• 訓練方法など
• 災害準備物
• 新型コロナウィルス対策BCP



BCPとは

自然災害やパンデミック・
停電・火災・事故などが発

生しても

・スタッフの生命の安全
・優先業務の継続
・優先業務の継続要因の

事前準備と訓練
・会社としての事業存続

一方 防災とは

地域・建物
資産・生命
の維持確保



BCPとは、さらに

これは「持続可能な開発目標：SDGs」とも合致する。
【 No2.3.6.7.10.11 】

生命維持・食事・健康・トイレ・最低限のエネルギー
確保・平等・一旦避難してもこの地に住み続けられる

など
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

小さいコミュニティーから活動！
確実に持続可能と事業継続は連動している！



企業の存続
事業の継続
業務の継続
⽣命の維持



３種類のBCPを簡単に説明します

•レジリエンス認証
•事業継続力強化計画
•介護BCP→（今回メイン）
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レジリエンス認証の制度
が⽇本にあります。

by 株式会社BCPJAPAN

難易度が
⾼い





事業継続力強化計画

by 株式会社BCPJAPAN 10

これも
申請



11by 株式会社BCPJAPAN



厚生労働省：介護BCP作成リンク集

介護施設・事業所における業務継続ガイドライン等について
＜新型コロナウイルス感染症編＞
・新型コロナウイルス感染症発生時の業務継続ガイドライン
・様式ツール集
・感染症ひな形（入所系） ・感染症ひな形（通所系） ・感染症ひな形（訪問系）

【例示入り】＜R3年度 NEW！＞
・感染症ひな形（入所系） ・感染症ひな形（通所系） ・感染症ひな形（訪問系）

＜自然災害編＞
・自然災害発生時の業務継続ガイドライン
・自然災害ひな形

【例示入り】＜R3年度 NEW！＞
・自然災害ひな形（共通） ・自然災害ひな型（サービス固有）

HPリンク

動画
YouTube
も充実

動画
リンク

https://www.mhlw.go.jp/content/000922077.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000749539.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000749540.doc
https://www.mhlw.go.jp/content/000749541.doc
https://www.mhlw.go.jp/content/000749542.doc
https://www.mhlw.go.jp/content/000922085.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000922086.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000922066.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000749543.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000749545.doc
https://www.mhlw.go.jp/content/000922097.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000922098.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/douga_00002.html
https://youtu.be/KNNmN8Y998A
https://youtu.be/KNNmN8Y998A


まず、自分のフォルダにダウンロード



BCP策定メンバーを決める

1. 経営者または準ずる者

2. 施設のサービス業務の流れ全般がわか
る⼈

3. 他施設など複数サービスの関連がわか
る⼈

4. 建物や設備・IT関連のことがわかる⼈
5. 社内⽂書や法的記録⽂書のことがわか
る⼈

6. パソコン（Xlsx/Word）⼊⼒の早い⼈

A)最初から最後まで⽂書原案から⼊
⼒そのものに関わる⼈

B)決定する事項に関わる⼈

C)必要な項⽬のみ助⾔的に関わる⼈

D)全員参加の訓練に関わる⼈



BCP策定メンバーを任命する

任命状

〇〇〇〇殿
あなたをBCP策定委員
として任命いたします

期間〇〇〜〇〇の三年とする

理事⻑〇〇〇〇 印



BCP策定始動を宣言する

告知⽂
当〇〇〇事業所の皆様

〇⽉〇⽇よりBCP策定
を⾏い〇⽉までに第1
版を完成し稼働させま
すので、まず、防災意
識調査アンケートにご
協⼒願います

理事⻑〇〇〇〇 印



BCPに取り組むことを全員に周知

そして戦術・訓練などに参加してもらう
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とりあえず⽂書ありきBCP

理解が深まる BCP

訓練！



とにかく文書を完成させるために

「厚生労働省のページからダウンロード」

アンケート結果の集計と公開
職員⽤掲⽰板に張り出す



スタッフだけで防災訓練の実施

机上訓練：災害対応ディスカッション

備蓄品の購⼊・使⽤⽅法確認



アンケート実施と報告書の作成

アンケートを元に
変更や更新する部分の話し合い

BCPの⽂書へ「更新」



「スタッフ＆利用者訓練」実施
アンケート＆ディスカッション

どこかで災害などがあれば
我が事ととらえ「BCPの更新」

BCPに「魂」が少しづつ入る



災害訓練することが 必須！

訓練せず、死者が出れば
有罪になる可能性 有り

BCP



1 リスク分析

2 停⽌した場
合の影響度

3 重要業務の
選定

4 重要業務の
継続戦略

5 対応体制

6 準備と訓練

BCP作成の順序



一覧表
自社施設・社員・協力企業・利用者様
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高潮 土砂

震度 確率6弱 確率6強 液状化
浸水する

高さ
到達時間

浸水する

高さ

川の

氾濫
内水氾濫 ため池

可能性の

有無

本社 m ６弱 A

営業所 m B

倉庫 m C

リスクの種類

事業所

水害

標高

津波地震

原発からの距離を⼊れる場合もあります。

施設
スタッフ
利⽤者さん



訪問看護 利⽤者⼀覧表



原発からの
距離測定
30km圏内
は対応が変
わる

http://haruto.s334.xrea.com

http://haruto.s334.xrea.com/


ハザードマップ

▼都道府県別の地震想定と影響（文科省）

http://www.jishin.go.jp/main/yosokuchizu/index.html

▼南海トラフ想定被害(朝日新聞デジタル)

http://www.asahi.com/special/nankai_trough/

▼原発からの距離を計測するWEBツール

http://haruto.s334.xrea.com

▼j-shis地震ハザードステーション（J-SHIS）

http://www.j-shis.bosai.go.jp/

▼全国防災ハザードマップポータルサイト（国土交通省）

http://disapotal.gsi.go.jp/

http://www.jishin.go.jp/main/yosokuchizu/index.html
http://www.asahi.com/special/nankai_trough/
http://haruto.s334.xrea.com/
http://www.j-shis.bosai.go.jp/
http://disapotal.gsi.go.jp/
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LINKあり



朝日新聞「南海トラフの地震被害想定」
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停止した場合の影響度

建物への影響
情報・設備への影響
事業経営への影響
スタッフへの影響
利用者さんへの影響



地震発生で何が起こるか？

阪神⼤震災 インフラ復旧時間

６⽇

84⽇
42⽇
90⽇
１⽇
14⽇

６⽇

84⽇

42⽇
90⽇
１⽇
14⽇



インフラ復旧 比較



インフラ停止期間

電気 ▶ １週間
ガス ▶ ２ヶ月
LPG ▶ ノンストップ
水道 ▶ ３ヶ月
電話 ▶ １日



施設が稼働していないとどうなるか？

1.利⽤者さんが⾏くところがなくなる
2.㓢徊が横⾏
3.リハビリできなくて痴呆や運動機能障害が増加
4.ご家族が、出勤・家の後⽚付けなど復旧作業ができない
5.延命処置ができず死に⾄る（救えたはずの命）
6.災害関連死の増加



訪問介護（居宅）

デイ（通所）

ホーム（⼊所）

中⽌と再開
タイミング

継続が必須

タイミングの基準が必要 ➡ 状況により変化していく
保健所＆ケアマネとの情報交換が重要

中⽌と再開
タイミング



避難

災害発⽣⾏動

外へ避難
（徒歩・⾞両）

屋内避難（居間・上階）
敷地内の別棟避難

修理・復旧計画

家族のお迎え
送迎バス

スタッフ⾃家⽤

帰宅

避難所での⽣活 ⾃宅or近辺の避難所
安否・介護の継続

送迎⾞両の安全維持・
⾃家⽤⾞の避難⾃然災害避難対応



介護事業所の業務（⼊所・通所施設）

1. 診察/検診/医療連携
2. 看護/吸引/カテーテル
3. トイレ排泄介助
4. ⾮常⾷/⾷事介助
5. 飲料提供/介助
6. 薬の調剤/服⽤
7. ⼝腔ケア
8. 体位変換/寝返り介助
9. 栄養管理調理

1. 居室掃除/殺菌洗浄
2. 共⽤部清掃/殺菌洗浄
3. 寝具/⾐服の洗濯
4. リハビリテーション
5. 理容/美容
6. イベント（体操遊び）
7. ⼊退居者への対応
8. 訪問者対応
9. 記録簿記⼊作成
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介護事業所の業務（訪問）

1. 介護・看護
2. 買い物
3. 調理
4. ⾷事介助
5. 介助⼊浴（⾞両）
6. ゴミ捨て
7. 薬局・通院補助
8. その他

40

• コロナの場合停⽌か継続
か YES or NO

• ⾃然災害の場合できるこ
とがありそうです。

重要なのは安否確認



設備故障で広範囲停電
修理に２４時間かかるらしい

何が出来て何が出来なくなるか考えてみよう！

ミュートをクリックして発言してください

1. 〇〇ができない
2. 冷蔵庫使えない
3. エレベーターできない
4. ⾵呂の照明
5. エアコン・空気清浄機
6. ⽔洗トイレ
7. ナースコール
8. 充電ができない
9. 洗濯・ドライが効かない
10. ⾃動ドアの停⽌
11. ⾃動ロックできない
12. 調理⼀部出来ない
13. 酸素濃縮機

1. 〇〇が出来る
2. 移動の⼿伝い⼈⼒
3. 寝返り介助
4. オムツの交換
5. 飲料⾷事の提供
6. ⾞でカセットコンロ買いに⾏く⾷料買い

出し
7. 家族への安否連絡
8. 出社できないスタッフが出る
9. スタッフを⾞で送迎
10. 酸素濃縮機を携帯ボンベ
11. 発電機を買いに⾏く 延⻑コード
12. 寒くても、服や布団がある
13. 窓開けて換気
14. ⼤災害の場合、要受援体制の情報構築

1. エアーマット
2. 介護ベッド
3. テレビ・ラジオ
4. NTT電話
5. フロアの移動が

できない
6. 居室に戻れない
7. お湯ができない
8. 館内監視カメラ

停⽌
9. ⽔が出ない
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１ 減らすサービスの順番を決めておく
２ 最後まで行うサービスを決めておく
３ ２を続けるために何が必要か考えて

事前に準備しておく
４ 災害で追加される業務を考える
５ 要支援の被災者の受入も考察
６ 資料で勉強する（支援物資の受入・配布）
７ 各連絡先を紙で掲示

42

事前に確認して準備しておく



準備物

水・食料 は絶対です。



生命維持 酸素供給やたん吸引



バッテリー付き酸素濃縮器
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トイレにビニールをかぶせて使⽤するから ⿊ビニール袋を備蓄
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49

訓
練
が
必
要



災害時や、ブレーカーが落ちて理由がわからない時全部
OFFにして①②③の順で一つずつ確認しながらONにする

50

A B C

D E  F



ガスの復旧方法を事前に配布＆説明
プロパンも都市ガスも同じ震度５で自動停止
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復旧ボタンを押すと問題ないか
検査して復旧する



通信可能にするために！

光回線・電話・WiFiルーター
「ナースコール」など

UPS ＝無停電電源装置に繋げる

発電機は何につなげるのか？
浸水しないためにどこに置くのか？
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UPS
無停電
電源装置



サイバー攻撃の場合はNET回線を外す

BCPJAPAN All Rights Reserved. 54

サーバー

社内Wifi接続を切り、外部アクセスに変更



コード類の処理
浸水対策

⼀⽂字結束
をやめようループ型に

しよう

床に直にすると掃除ができない
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カーインバーター
（バッテリー接続コード有り）
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車両の常備品
水500cc２ お菓子２袋 ティッシュ２

トイレで困るから
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ここで補給→

半分になったら給油して、燃料
不⾜で困らないようにしよう
テプラで貼っておこう
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耐震マット
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スプレー式消⽕器の威⼒がすごい
https://youtu.be/52iFOd-tkTQ

https://youtu.be/52iFOd-tkTQ


自宅の各部屋に消火器具
（一般・電気・油の３種）

61

コ
ン
ロ
が
燃
え
て
い
る
場
合
︑
消
⽕
器
具
を

コ
ン
ロ
の
下
に
置
い
て
い
た
の
で
は
︑

消
⽕
器
具
を
取
れ
な
い
︒

⼀
旦
ド
ア
の
⽅
に
逃
げ
る
は
ず
な
の
で
︑

出
⼊
り
⼝
近
く
に
置
く
⽅
が
良
い

⽕の元出⼊り⼝

２〜３mはなす



早めの 本格的な 訓練



















https://www.bcpjapan.jp/blog/p=4133
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

▼無停電電源装置 APCがおすすめ
https://amzn.to/3EoyZzA

▼消⽕スプレー ⽕消しスプレーがおすすめ
https://amzn.to/3tM69En

▼消⽕器（アルカリ性強化液消⽕器 業務⽤）
https://amzn.to/3EnbCqc

▼消⽕器（中性強化液消⽕器 飲⾷店・介護事業所・業務厨房など）
https://amzn.to/3ErFr8L

https://amzn.to/3EoyZzA
https://amzn.to/3tM69En
https://amzn.to/3EnbCqc
https://amzn.to/3ErFr8L


新型コロナウィルスBCP



介護BCP作成リンク集

介護BCP（厚労省）

介護施設・事業所における業務継続ガイドライン等について
＜新型コロナウイルス感染症編＞
・新型コロナウイルス感染症発生時の業務継続ガイドライン
・様式ツール集
・感染症ひな形（入所系） ・感染症ひな形（通所系） ・感染症ひな形（訪問系）

【例示入り】＜R3年度 NEW！＞
・感染症ひな形（入所系） ・感染症ひな形（通所系） ・感染症ひな形（訪問系）

＜自然災害編＞
・自然災害発生時の業務継続ガイドライン
・自然災害ひな形

【例示入り】＜R3年度 NEW！＞
・自然災害ひな形（共通） ・自然災害ひな型（サービス固有）

と
に
か
く
作
る

コ
ピ
ペ
で
OK！

https://www.mhlw.go.jp/content/000922077.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000749539.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000749540.doc
https://www.mhlw.go.jp/content/000749541.doc
https://www.mhlw.go.jp/content/000749542.doc
https://www.mhlw.go.jp/content/000922085.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000922086.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000922066.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000749543.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/000749545.doc
https://www.mhlw.go.jp/content/000922097.xlsx
https://www.mhlw.go.jp/content/000922098.xlsx


例⽰エクセル⽂書を使って、
担当者と地域の連絡先追記変更

停⽌・休⽌の相談に地域の保健所に確認
厚⽣労働省と地域では「ズレ」が⽣じている
⽅針として、スタッフに迷いがないように
報告・連絡・相談・決断・実施・記録



注意すべきポイント
•毎⽇のスタッフの検温と衛⽣指導の徹底
•ダブルワーカーに対しての理解と衛⽣の徹底
•新規利⽤者の感染検査終了時点からの受⼊のタイミング
•他クラスター発⽣⼊所施設からの移籍利⽤者の感染検査
•通所利⽤者がショートステイなど他施設を利⽤した場合の対応



進め方・基本的に施設に一つ作成

防災訓練

継続訓練

各施設

重要業務

継続戦略

各施設

ハザードマップ

災害の想定

初動役割

家庭防災

基本

通所・⼊所
通所

⼊所

訪問 看護・介護



中止しても訪問介護・安否確認の継続

により利用者の信頼・点数（売上）を確保

↓

ほったらかしておくと別の施設に移籍



ホーム受入 タイミング

感染施設から移籍してきた人の

ショートステイからデイケアへ戻る時



利⽤者感染発⾒

利⽤者受⼊時の基準

停⽌・休業サービスの継続
（縮⼩・個室）

基準：
新規３⽇（抗原検査３⽇前＋当⽇）
他からの移籍：翌⽇：個室隔離対応

または、５⽇後の⼊所
感染施設からの移籍：１週間後

通常再開 居宅介護⽀援
を紹介

スタッフ感染

基準：PCR陽性１名
即時⾃主停⽌or保健所へ連絡３⽇停⽌
⼀⼈暮らし利⽤者の⾃宅へ出来るだけ
⾷料届ける。点数になる。（ケアマネ
後報告）

基準：陽性・濃厚接触１名→休ませる
スタッフは検温の回数を増やす
健康状態によりそのまま勤務活動
PCR陽性１名（スタッフor利⽤者）
関わった者全員のPCR
陽性利⽤者→個室対応（ゾーニング）
陽性スタッフ→無症状なら勤務継続

収束後の売上維
持
・適切な対応を
⾏なった企業は
ケアマネからの
印象が良い

新型コロナ感染対応



ゾーニングの考え方
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1 スタッフの安否確認

2 利用者への安否確認の優先順位

3 施設とスタッフのハザードマップ確認

4 利用者のハザードマップ

5 スタッフ防災訓練

6 利用者を巻き込んだ防災訓練









介護事業者の訓練参加後のアンケート
▼机上訓練と実働訓練を通してよかったこと
訓練前に震度7の映像を全員で観ることで、意⾒を出し合う際の抽象度がより具体的か
つその先その先の場合どうするかの課題もイメージし易かったのではないかと振り返り
ながら気づきました。
⾃社で議論する時も同じように、その場にいるメンバー全員が最初に映像を共有するな
りしてから進めるほうがより有意義な時間になると思うのでこの⽅法でやってみます。

▼その他の気づきを⾃由に
・有事ではだれが悪かったとか反省や⽐較などしてる余裕は無い。
・⾃分が利⽤者様の命を守れなかった時の⼼の持ち⽅、考え⽅
・机上の備えだけでは無意味。経験に勝るものは無くそれを安全な状態で
予め聞ける事の有難味に感謝。
・⼀⼈で取り組むのではなく、⾃社スタッフ全員が興味を持ち⾃社だけでなく家庭内で
も考えるようになってほしいと強く感じました。

ほんとうにありがとうございました



山口泰信は思う
日々の活動

３SK （改善活動）が重要

S：整理 S：整頓 S：清掃

K：危機管理
89



ご清聴ありがとうございました。

amazon・楽天book
好評発売中！

第２刷発行（2022/3/8）

スタッフ30名以下の介護事業の

「防災BCP」

テキスト提供
info@bcpjapan.jp
株式会社BCPJAPAN
代表取締役山口泰信



株式会社BCPJAPAN 代表取締役山口泰信
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